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私たち、ハタチ。

華やかな晴れ着や真新しいスーツに身を包んだ新成人達。快晴の穏やかな雰囲気の中、人生の節目をお祝いする
成人式が今年も行われました。会場は、友人との久しぶりの再会に喜ぶ笑顔や、成人を祝う声で溢れました。
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　この計画は、「第８次土浦市総合計画」に基づき、本市が目指す将来像「水・みどり・人がきらめく　安心のまち　
活力のまち　土浦」の実現に向けた各種施策を具体化するためのものであり、予算編成および事務執行の指針とす
るものです。社会経済情勢などの変化に的確に対応しながら、本市の将来にわたる発展に向けて事業の厳選と重
点化に努めつつ、各施策を計画的に実施することで、持続可能なまちづくりを着実に進めます。

問政策企画課（☎826‐1111　内線2353）

■総合計画における実施計画の位置づけ

基　　本　　構　　想
実施計画
基本計画に定められた主な事業を中心に、財政状況や社会情勢と整
合を図りながら実施する事業を定めます。３年間の計画ですが、情勢
の変化などに柔軟に対応できるよう、ローリング方式※で見直しを行っ
ています。

基本構想
まちづくりの基本理念および将来像を定めるとともに、将来像の実現に向けて
展開する施策を体系的に示します。第８次土浦市総合計画基本構想の計画期間
は、平成30年度から平成39年度までの10年間です。

基本計画
基本構想で定めた施策の大綱に基づいて、取り組むべき施策・事業を体系
的に示します。計画期間は、基本構想期間を前期と後期に区分し、それぞ
れ５年間の計画として定めます。

基本構想

実　施　計　画

基本計画

総合計画の構成

実施計画の対象となる事業
①投資的経費に係るもの（公共施設の建設、公共用地の取得など）
②政策的または計画的な推進を必要とするもの（各種計画策定、調査など）
③事業内容の変更や大幅な改善を加えるもの
④公共施設の大規模な改修、増築、更新
⑤１件100万円を超える公共施設の修繕
⑥１件100万円を超える備品の購入など

※ローリング方式
　毎年度修正や補完を行うことで、

変化する経済情勢、社会環境に
弾力的に対応し、計画が現実と
大きくズレることを防ぐ手法

ー平成31年度～平成33年度実施事業分ー
平成30年度　３カ年事業実施計画

第　８　次　総　合　計　画
平成30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度
　　 基　　本　　構　　想

前期基本計画 後期基本計画
平成29年度事業実施計画

平成32年度事業実施計画
平成33年度事業実施計画

計画期間
　平成30年度事業実施計画は、平成31年度から平成33年度までの３カ年を計画期間としていますが、社会経済
情勢の変化などに柔軟に対応できるよう、毎年度ローリング方式※で見直しを行うこととします。

毎年度ローリング
平成31年度事業実施計画

平成30年度事業実施計画
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平成28～30年度 平成31～33年度
金額（百万円） 伸び率 金額（百万円） 伸び率

歳
　 
　
　
入

市　　　税 67,272 △0.3％ 67,753 0.7％
地方譲与税 10,380 19.1％ 11,226 8.1％
地方交付税 13,192 11.9％ 10,952 △17.0％
国県支出金 36,809 14.4％ 33,694 △8.5％
繰　入　金 3,802 △46.0％ 3,883 2.1％
市　　　債 31,791 8.5％ 13,658 △57.0％
そ　の　他 16,169 △11.9％ 11,600 △28.3％

　　合  　 　計 179,415 2.6％ 152,766 △14.9％

歳

出

人　　件　　費 26,979 △3.8％ 26,224 △2.8％
公　　債　　費 15,319 12.1％ 17,392 13.5％
扶　　助　　費 33,495 10.7％ 38,851 16.0％
投資的経費 39,466 3.1％ 15,422 △60.9％
そ　の　他 59,871 2.7％ 54,877 △8.3％

      合  　 　計 175,130 3.9％ 　152,766 △12.8％

　歳入の根幹をなす市税については、平
成31年10月に法人市民税の税率引下げ
が予定されるものの、総額はおおむね横
ばいで推移する見込みです。市債は、土
浦駅前北地区市街地再開発事業や新治地
区小中一貫教育学校整備事業などの大規
模事業の収束により、大幅に減少する見
込みです。

歳　入

　大規模事業にともなう市債の償還によ
る公債費の増加、少子高齢化にともなう
扶助費の増加が見込まれます。一方、大
規模事業の収束により、投資的経費が大
幅に減少する見込みです。

歳　出

■本市の財政見通し

　このように、歳入の伸びが見込めない中、今後も様々な事業に計画的に取り組み、持続的に発展していくため
には、長期的な視点からの行政運営を継続していく必要があります。そこで、これからの財政運営の指針として、
今後10年間の歳入歳出を推計した長期財政見通しを策定しましたので、次頁以降に掲載します。

■持続可能な財政運営を行うためには…

事　業　名 事　業　概　要 事業費
（百万円）

一般財源
（百万円）Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

土浦市立学校給食センター再整備事業 老朽化にともない１センターとして移転新築 3,654 1,392

水道老朽管更新、配水管施設整備事業 老朽管更新および配送水管布設工事 2,617 1,927

汚泥再生処理センター整備事業 汚泥再生処理センターの建替え 2,597 415

市民会館耐震化および大規模改造事業 耐震補強工事および老朽箇所の改修 2,094 467

公共下水道雨水排水路整備事業 大雨時の浸水被害解消のための整備 1,336 ３

道路新設改良事業 狭あいな道路の拡幅整備 1,200 180

神立駅西口地区土地区画整理事業 北の玄関口にふさわしいまちづくり 1,067 96

公共下水道（汚水）整備事業 未整備地区の整備を実施 800 ０

荒川沖木田余線(Ⅰ期)整備事業 ボトルネック解消による渋滞緩和措置 642 34

配水場設備点検整備事業 設備の安定的な更新およびオーバーホール 561 411

橋りょう長寿命化修繕事業 老朽化した橋りょうの修繕 559 27

常名虫掛線街路事業 中心市街地と並木地区を結ぶ 212 18

神立停車場線街路事業 神立駅周辺地区の道路ネットワークの構築 137 10

下水道ストックマネジメント事業 下水道施設全体の施設管理を最適化 131 61

木田余神立線街路事業 南北線の道路ネットワーク強化を図る 111 7

清掃センター延命化事業 計画的な施設更新の実施 88 88

実施年度
■主な事業一覧（事業規模の大きなもの）
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平成30年度　
長期財政見通しと財政運営の基本的な考え方
　市ではこれまで、「第７次土浦市総合計画」のもと、新庁舎の新築移転や、新消防庁舎・市営斎場・新図書館の
建設をはじめとする合併特例債事業など、本市発展の根幹となる社会資本整備に重点的・集中的に取り組んでき
ました。そして、平成30年度からは、「第８次土浦市総合計画」における将来像「水・みどり・人がきらめく　安
心のまち　活力のまち　土浦」の実現に向け、様々な施策に取り組んでいます。
　「第８次土浦市総合計画」の施策を推進するに当たっては、これまでの公共施設整備にともなう維持管理費や公
債費の増のほか、増大を続ける社会保障関係費、老朽化した公共施設などの改修・更新費用などの財政的課題に
対応していく必要があります。市税をはじめとする一般財源の大幅な伸びが見込めない中、計画的で戦略性の高
い持続可能な行政運営の指針とするため、長期的な展望に立った財政見通しを策定しました。

問財政課（☎826‐1111　内線2217）

　持続可能な財政運営を行うためには、安易に基金による補てんに頼ることなく財源不足の状態を解消し、歳入
を増やす、または歳出を減らすことにより、毎年度6億９千万円以上の財源を生み出す必要があります。

持続可能な財政運営を行うためには…

　一般財源基金の繰入れを除いた財政収支については、土浦駅前北地区市街地再開発事業や新治地区小中一貫教
育学校整備事業など大規模事業の完了にともない改善し、平成30年度は２億円の収支不足となっています。しか
し、平成31年度以降は、普通交付税における市町村合併の特例終了による歳入の減少、高齢化の進展にともなう
扶助費や近年の大規模事業実施で発行した地方債の償還（公債費）による歳出の増加などから財源不足が拡大し、
財源不足額が10億円を上回る状況が続く見込みです。
　その結果、平成30年度から平成40年度までの累積財源不足額は145億円となる見込みで、昨年度に見込んだ
平成29年度から平成39年度までの累計130億円を上回る見込みです。
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■歳入歳出の見通しと財源不足額の推移（一般会計）
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（億円）
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●地方債
  道路や下水道の整備、学校や福祉施設の
建設などの事業で必要となる多額の費用

（投資的経費）を調達し、設備や施設を利用
する各世代間の負担の公平性を保つため
に、地方公共団体が政府や銀行などから長
期で借り入れるお金のことです。この借金
を返済するお金を公債費といいます。

　地方債残高は、平成29年度末に1024億２千万円となり、過去のピークであった平成10年度の1017億円を上
回りました。平成30年度以降は、投資的経費の減少にともなう普通建設事業債の減少や臨時財政対策債の減少に
より、地方債残高が減少していく見込みです。

■地方債残高の見通し

　毎年度生じる財源不足額をすべて基金の取崩しにより補てんした場合、平成36年度には財政調整基金と市債管
理基金の残高が０となり、以降は財源不足が解消できなくなります。

●市債管理基金
  市債の返済を計画的に行い、健全な財政運
営を行うための貯金です。

●特定目的基金
  特定の目的のための貯金で、社会福祉事業
基金や文化振興基金などがあります。使途が
限定されているため、財源不足を補てんする
目的で取り崩すことはできません。

●財政調整基金
  財源に余裕がある年に積み立て、不足する
年に取り崩すことで年度間の財政の調整を行
い、健全な財政運営を行うための貯金です。

■基金残高の見通し
（億円）
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（年度）Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40

計画的かつ厳格な選択と集中による事業の重点化
　事業の緊急度・重要度により実施の時期を計画的に
割り振るとともに、事業の選択と集中を図ります。
行政コスト（人件費、資本費を含めたトータルコスト）
などによる費用対効果の検証
　施設別の費用対効果を検証し、過重な財政負担が生
じている施設については、民営化を含めた運営のあり
方について検討します。

■持続可能な財政運営を行うための基本的な考え方と取り組み

２．歳出の抑制と適正化
公共施設マネジメントの推進
　公共施設などの施設量適正化、長寿命化、適切な施
設配置と民間活力の活用を早期かつ着実に実施し、財
政負担の軽減・平準化を図ります。
大胆な事業のスクラップによる予算配分の重点化
　すべての事業について、必要性、緊急性、費用対効
果などを十分に検証し、廃止を含めた見直しを進めます。

人口維持、産業育成など税源増加のための施策の推進
　「土浦市まち・ひと・しごと創生　総合戦略」を推進
し、市全体の活性化を図ります。
売却、貸付、広告掲載など保有資産の有効活用
　空きスペース、利用頻度の低い資産および未利用資
産の売却、貸付、広告掲載を検討し、歳入確保に取り
組みます。また、公共施設のネーミングライツの導入
を検討し、新たな歳入の確保に努めます。

１．歳入の確保と適正化
収納率向上と未収債権の回収促進
　市税の計画的・効率的な滞納整理や、その他の債権
についても、収入未済額の圧縮に努めます。
特別会計を含む使用料・手数料などの適正化
　昨年度策定した「受益者負担の適正化に関する基本
方針」に基づき、すべての使用料などについて検証・
見直しを進めるとともに、無料施設についても有料化
の検討を行います。
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土浦市役所　☎826-1111
防災行政無線　　0120-826113
マイシティつちうら
まちの話題やニュースをお届けし
ます。土浦ケーブルテレビ　デジ
タル11ch（111ch）【毎日 9：00/12：
00/16：00/20：00 の各15分】

情報ひろば情 報 ひ ろ ば
日 日時・日程

会場場
対 対象者

内 内容
定 定員

問 問い合わせ

申 申込方法
料金・受講料￥

持 持ち物

締め切り

他 その他

講 講師

土浦市メールマガジン
行政、子育て、健康づくり、
観光・イベントなどの情報
をメールでお届けします。

登録はこちら

認
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６
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８
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収
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情報ひろば
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訂正：No.1234　10 ページ　櫻井雅江さんの短歌中の「羽
はばた

交き」は「羽
はばた

搏き」の誤りでした。

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室
～
今
日
か
ら
家か

事じ

男だ
ん
～

日
２
月
19
日
㈫　
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

場
Ｇ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
東
部
ガ
ス
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ（
ウ
ラ
ラ　
2
階
）

対
男
性

講
杉
山　

卓
さ
ん（
イ
タ
リ
ア
料

理
チ
プ
レ
ッ
ソ
）

内
イ
タ
リ
ア
料
理

持
筆
記
用
具

￥
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２

９
２
８
）

茨
城
県
近
代
美
術
館

名
品
展　
ザ
・
ベ
ス
ト

日
２
月
９
日
㈯
～
３
月
24
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

場
同
美
術
館（
水
戸
市
千
波
町
）

内
モ
ネ
、ル
ノ
ワ
ー
ル
、大
観
か
ら

靉あ
い
お
う嘔

ま
で
名
品
を
一
堂
に
展
示

※
入
館
料
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
同
美
術
館（
☎
０
２
９
・
２
４

３
・
５
１
１
１
）

日
３
月
２
日
㈯
～
４
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
市
立
博
物
館

内
は
た
ご
し
ら
え
講
座
受
講
生

と
は
た
お
り
伝
承
グ
ル
ー
プ

「
綿
の
実
」に
よ
る
作
品
展
、
重

要
文
化
財「
武
者
塚
古
墳
出
土

経た
て
に
し
き
錦
」公
開
、
は
た
お
り（
裂
き

織
り
）体
験

￥
一
般
…
１
０
５
円
、
小
中
高
校

生
…
50
円（
土
曜
日
は
無
料
）

※
は
た
お
り
体
験
の
日
時
な
ど
、

は
た
お
り
作
品
展
＆

文
化
財
特
別
公
開

場
四
中
地
区
公
民
館

対
市
内
在
住
の
方

定
60
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

申
電
話
で

２
月
26
日
㈫

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ら

ら（
☎
８
２
4
・
０
３
３
２
）

女
性
活
躍
応
援
セ
ミ
ナ
ー

日
３
月
６
日
㈬
、
20
日
㈬（
全
２

回
）　
午
前
10
時
～
正
午

場
本
庁
舎
２
階　
研
修
室

対
女
性

講
久
下
沼
ひ
ろ
こ
さ
ん（
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

内
仕
事
に
活
用
で
き
る
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
術

持
ス
マ
ホ
ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

筆
記
用
具

￥
5
０
０
円（
資
料
代
）

◎
共
通

定
12
人（
先
着
順
）

申
電
話
で

問
市
民
活
動
課（
☎
８
２
7
・
１

１
０
７
）

内
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２
、
３
機

問
同
航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校（
☎
８

４
２
・
１
２
１
１
）
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箏こ
と
と
対
話　
花
ゆ
る
る
箏

　
　
　
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
コ
ン
サ
ー
ト

日
２
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

～
３
時（
開
場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
ノ
バ
ホ
ー
ル（
つ
く
ば
市
吾
妻
）

内「
春
の
海
」、「
六
段
の
調
」ほ
か

問
箏
の
音
会（
☎
８
３
１
・
３
７

８
４　
新
井
）

土
浦
地
方
家
族
会

「
家
族
を
支
え
る
会
」

日
２
月
16
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
3
時
30
分

場
美
浦
村
地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ

愛
プ
ラ
ザ（
美
浦
村
大
字
宮
地
）

対
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
、
そ
の

家
族

内
悩
み
相
談
、
意
見
交
換

問
土
浦
保
健
所（
☎
８
２
1
・
５

５
１
６
）

霞
ヶ
浦
学
講
座

日
①
２
月
17
日
㈰
、②
３
月
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

（
沖
宿
町
）

第
２
回
湖
上
セ
ミ
ナ
ー「
小
田
城
跡

中
世
霞
ヶ
浦
周
辺
の
歴
史
」

日
３
月
15
日
㈮　
午
後
１
時
～
４

時
50
分（
受
け
付
け
は
午
後
0

時
40
分
か
ら
）

場
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ（
川
口
二
丁
目
）

対
市
内
在
住
の
方

内
湖
上
水
質
調
査
、
小
田
城
跡
歴

史
ひ
ろ
ば
見
学
な
ど

定
30
人（
先
着
順
）

申
電
話
で

３
月
１
日
㈮

問
環
境
保
全
課（
☎
内
線
２
３
７
９
）

情報ひろば

変更：No.1235　16 ページ　休日当番医の外科が、２月17日（日）は中央大祢整形形成
　　　外科に、２月24日（日）は野上病院に変更となります。

人
工
内
耳
講
演
会

日
３
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
～
３

時
30
分

場
ミ
オ
ス（
水
戸
市
赤
塚
）

講
冨
澤
文
子
さ
ん（
東
京
医
科
大
学

病
院
言
語
聴
覚
士
）

内「
人
工
内
耳
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
」

県
立
Ｉ
Ｔ
短
大
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
８

日
２
月
23
日
㈯　
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
水
戸
市
下
大
野
町
）

対
高
校
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

内
学
校
見
学
や
体
験
授
業

申
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

２
月
22
日
㈮

問
同
校（
☎
０
２
９
・
２
６
９
・

５
５
０
０
）

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

平
成
31
年
度
学
院
生
募
集

日
試
験
日
／
３
月
18
日
㈪

内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
、
機
械

技
術
科
、
Ｉ
Ｔ
技
術
科

県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

平
成
31
年
度
学
院
生
募
集

日
試
験
日
／
①
２
月
27
日
㈬
、
②

　
３
月
18
日
㈪

内
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、
電
気
工
事

科
、
金
属
加
工
科

〆
出
願
期
間
／
①
２
月
８
日
㈮
～

２
月
21
日
㈭
、
②
２
月
22
日
㈮

～
３
月
14
日
㈭

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
学
院（
☎
０
２
９
６
・
２
４
・  

１
７
１
４
）

内
実
施
職
種
／
１
級
、
２
級
、
３

級（
造
園
、
機
械
加
工
、
電
子
機

器
組
立
て
、
と
び　
ほ
か
）

￥
２
１
０
０
０
円（
実
技
１
７
９

０
０
円
、
学
科
３
１
０
０
円
）

受
付
期
間
／
４
月
３
日
㈬
～
16

日
㈫

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
０
２
９
・
２
２
１
・
８
６

４
７
）

平
成
31
年
度
技
能
検
定

（
前
期
）受
検
の
ご
案
内

新
治
児
童
館
平
成
31
年
度

「
す
く
す
く
教
室
」入
館
児
募
集

日
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31

日　
午
前
８
時
50
分
～
11
時
30

分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

対
市
内
在
住
で
平
成
27
年
４
月
２

日
～
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

幼
児（
満
３
歳
児
）

定
20
人（
先
着
順
）

申
郵
便
は
が
き
に
申
込
者
の
宛
名

を
記
入
し
て
直
接

問
同
児
童
館（
☎
８
６
２
・
４
４

０
３
）

茨
城
空
港   

チ
ャ
ー
タ
ー

便
運
航
の
お
知
ら
せ

日
３
月
31
日
㈰
～
４
月
２
日
㈫
、

４
月
３
日
㈬
～
５
日
㈮　
い
ず

れ
も
２
泊
３
日

場
行
き
先
／
小
松
空
港（
石
川
県
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
空
港
利
用
促
進
等
協
議
会

事
務
局（
☎
０
２
９
・
３
０
１
・

２
７
６
１
）

常
設
知
的
財
産
無
料
相
談
室

日
月
曜
日
～
金
曜
日　
午
前
10
時

講
沼
澤　
篤
さ
ん（
同
セ
ン
タ
ー
）

内
①「
霞
ヶ
浦
の
歴
史
1
―
古
代

か
ら
近
世
…
常
世
の
国
の
内
海

世
界
」、
②「
霞
ヶ
浦
の
歴
史
2

―
明
治
～
現
代
…
水
郷
と
水
害

克
服
、
開
発
と
環
境
保
全
」

定
各
回
50
人（
先
着
順
）

申
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
で

他
土
浦
駅
東
口
よ
り
無
料
送
迎
バ

ス
あ
り（
要
申
し
込
み
）

問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
８
・
０

９
６
２　
FAX
８
２
８
・
０
９
６

７　
a.num

azaw
a@
pref.

ibaraki.lg.jp

）

他
情
報
保
障
／
要
約
筆
記
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
ル
ー
プ

問
人
工
内
耳
友
の
会
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ

茨
城
支
部
事
務
局（
☎
０
８
０・

６
６
６
９
・
６
６
３
５ 

FAX
０
２

９・３
５
７・７
９
４
４　
川
口
）

～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

場
弁
理
士
会
館（
東
京
都
千
代
田

区
霞
が
関
）

内
弁
理
士
に
よ
る
、特
許・実
用
新

案
・
意
匠
・
商
標
の
出
願
・
訴

訟
・
調
査
・
外
国
で
の
特
許
取

得
な
ど
知
的
財
産
全
般
の
相
談

申
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

◎
受
付
電
話
番
号

　
０
３・３
５
１
９・２
７
０
７

問
日
本
弁
理
士
会
関
東
支
部

　
（
☎
０
３・３
５
１
９・２
７
５
１
）

出
願
期
間
／
２
月
12
日
㈫
～
３

月
11
日
㈪

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
学
院（
☎
８
４
１
・
３
５
５
１
）
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情報ひろば
市政のお知らせ

第４回土浦市行財政改革推進委員会

日時／２月12日（火）　午前10時30分から
　　　（受け付けは午前10時から）
場所／本庁舎３階　301・302会議室
内容／パブリックコメント実施結果について、第６

次土浦市行財政改革大綱（案）及び大綱に伴う実施
計画（案）について
傍聴者定員／10人（先着順）

問政策企画課（☎内線2384）

市政のお知らせ information
第３回土浦市環境審議会

日時／２月18日（月）　午後２時から
　　　（受け付けは午後１時30分から）
場所／本庁舎３階　301・302会議室
内容／土浦市生活排水対策推進計画～第三期～策定

について
傍聴者定員／10人（先着順）

問環境保全課（☎内線2380）

市政のお知らせ information

問商工観光課（☎内線2705　 FAX823‐9220　 kankou@city.tsuchiura.lg.jp）

市政のお知らせ市政のお知らせ information
パブリックコメントを実施します

募集対象／「第２次土浦市観光基本計画」（案）について
公表方法／商工観光課、情報公開室、各支所・出張所、各地区公民館での閲覧、市ホームページへの掲載
提出方法／氏名（名称）、住所、連絡先を記入し、郵送、ファクス、メールまたは直接
意見を提出できる方／市内に居住・通勤・通学している方、市内に事務所などがある個人や法人・団体の方
提出期間／２月８日（金）～２月28日（木）

入札への参加を希望する方へ
問管財課（☎内線2227）

受付期間／２月13日（水）～28日（木）
提出方法／郵送で（当日消印有効）
※詳しくは、市ホームページまたは管財課で配布する「要項」をご覧ください。

　市が発注する建設工事、測量およびコンサルタント、役務の提供、印刷、物品納入などの入札参加資格審査受
付を行います。希望する方は、入札参加資格審査申請書を以下の要領で提出してください。

申請が必要な方 有効期間

建設工事・測量・コンサルタント 全ての方 平成31年６月１日から１年10ヶ月間

役務の提供・印刷・物品納入
新たに登録を希望する方、すで
に登録しているが登録業種の追
加・変更を希望する方

平成31年６月１日から１年間

市政のお知らせ市政のお知らせ information市政のお知らせ
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掲載箇所／最下段
枠数／３枠（先着順）
規格／縦4.5センチメートル×横5.7センチメートル
掲載料／１万円（１枠）
申込方法／窓口にある申請書に記入して提出

募集締切／２月22日（金）（必着）
配布時期／平成31年４月中旬
配布対象／市内全域
配布部数／約５万8000部

男女共同参画情報紙「ウィズユー」の広告主を募集します
問市民活動課（☎827‐1107）

市政のお知らせ市政のお知らせ information市政のお知らせ

情報ひろば
市政のお知らせ

市政のお知らせ市政のお知らせ information市政のお知らせ
障害基礎年金のご案内

問国保年金課（☎内線2290）

障害基礎年金を受けるための要件
①初診日（病気やケガで初めて医師の診療を受けた

日）に国民年金に加入していること
※20歳未満（本人の所得制限あり）や、60歳以上

65歳未満（年金制度に加入していない期間）で、
日本国内に住んでいる間に初診日がある場合も含
みます。

②初診日の前日において、次のいずれかの保険料納
付要件を満たしていること

（１）初診日のある月の前々月までの国民年金加入期
　間のうち３分の２以上の期間について、保険料
　が納付または免除されている

（２）初診日において65歳未満であり、初診日のあ
　る月の前々月までの１年間に保険料の未納期間
　がない

③障害認定日に政令で定められている障害等級表の
１級または２級の障害の状態になっていること

（障害者手帳の認定とは異なります）
※障害認定日とは、原則として病気やケガにより、

初診日から１年６か月を経過した日、またはそれ
以前に症状の固定した日をいいます。

障害基礎年金の年金額（平成30年度の額）
１級障害…974,125円　２級障害…779,300円
※障害基礎年金の受給者によって生計を維持されて

いる子（18歳に達した年度末まで、障害のある子は
20歳未満）がいる場合は以下の額が加算されます。

　１人目・２人目の子…１人につき224,300円
　３人目以降の子…１人につき74,800円

　国民年金加入中や20歳未満での病気・ケガにより障害の状態になった場合、一定の要件を満たせば障害
基礎年金が支給されます。

※障害基礎年金の裁定は日本年金機構で行います。
　また、裁定請求しても認定されない場合もあります。

　10月１日（火）～平成32年４月５日（日）の利用者を募集します。申請書類や詳しい利用方法などは、市ホー
ムページをご覧ください。

問市民ギャラリー（☎846‐2950）

市政のお知らせ市政のお知らせ information
皆さんの作品を市民ギャラリーで展示してみませんか

会期単位受け付け
受付期間／３月１日（金）～15日（金）
申込方法／使用希望申請書を直接（応募者多数の場

合調整・抽選）
※個人・団体の登録が必要です。

一日単位受け付け
受付期間／４月２日（火）から（先着順）
申込方法／使用許可申請書を直接
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情報ひろば
市政のお知らせ

問こども福祉課（☎内線2770）

市政のお知らせ information
新年度保育所非常勤職員を募集します

募集職種・人員／
　保育士（①月給職・②時給職）…６人程度、
　③保育補助…３人程度
任用開始時期／
　平成31年4 月 1 日
　※年度単位の契約となります。（更新あり）
勤務場所／市内公立保育所（勤務地は応相談）
勤務時間／
　①週５日、午前７時30分～午後７時のうち7.5時間
　②午前７時30分～午後７時のうち４時間以上（勤

　務日数は応相談）

　③週５日、午前７時30分～午後７時のうち６時間
　以上（時間帯は応相談）

報酬額／
　①月給16万7500円～20万1000円　
　②時給1000円～1140円
　③時給920円
　※①②は勤務経験や勤務条件により異なります。
通勤費用／別途支給

※応募方法や勤務条件など、詳しくはお問い合わせ
ください。

対象者／市内に住民登録のある65歳以上（介護保
　険第 1 号被保険者）で、介護保険料の未納がな
　い方
活動場所／市が指定する特別養護老人ホームおよ
　び児童館
活動内容／レクリエーションの指導や話し相手、
　移動の補助など軽微で補助的な活動
締切／２月12日（火）
※市への登録後、２月15日（金）開催の研修会に
　参加していただきます。詳しくはお問い合わせ
　ください。

information市政のお知らせ
介護支援ボランティアに参加しま
せんか

問高齢福祉課（☎内線2455）

平成30年度第２回健康つちうら21
計画推進委員会

日時／２月21日（木）　午後１時30分から
　　　（受け付けは午後１時から）
場所／土浦市保健センター３階　集団指導室
内容／現計画の取り組み状況について、土浦市健康

づくりアンケートの実施結果について、第３次健
康つちうら21における計画の体系（案）について
傍聴者定員／10人（先着順）

問健康増進課（☎826‐3471）

市政のお知らせ information

空家等対策相談会

市政のお知らせ市政のお知らせ information市政のお知らせ

問生活安全課（☎内線2241　 FAX826‐1214　
　　　　　 bohan@city.tsuchiura.lg.jp）

日時／３月16日（土）　午後１時～４時
場所／神立地区コミュニティセンター　２階　
　会議室 1
対象者／空家・今後空家になることが見込まれる住

宅などを所有する方、または相続予定の方
内容／空家などの管理・処分・活用・相続などの相談

持ち物／筆記用具、相談内容をまとめたメモ、空家
などの現状がわかる写真など
募集定員／３組（定員を超えた場合は抽選）
申込方法／ホームページにある予約票をファクス、

メールまたは郵送
締切／２月25日（月）（必着）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
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　平成31年度に各施設を大会以外で利用希望する方は、以下の会議にご出席ください。

問川口運動公園管理事務所（☎821-1648）

市政のお知らせ市政のお知らせ information
平成31年度市内各体育施設の調整会議を行います

神立野球場、市民運動広場、南部地区運動広場、右籾地区運動広場、中貫公園運動広場
日時／４～６月分…３月３日（日）、７～９月分…６月２日（日）、10～12月分…９月１日（日）、１～３月分

…12月８日（日）　いずれも午前10時から
場所／川口運動公園管理事務所　２階会議室

木田余地区運動広場
日時／４～６月分…３月６日（水）、７～９月分…６月５日（水）、10～12月分…９月４日（水）、１～３月分

…12月４日（水）　いずれも午前10時から
場所／二中地区公民館　２階会議室

問危機管理室（☎内線2009）

市政のお知らせ information

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の全国一斉情報伝達訓練の実施について

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）は、弾道ミサイル情報や緊急地震速報など、対処に時間的余裕のない
事態に関する情報が、人工衛星および地上回線を用いて国から送信され、市の防災行政無線から自動で放送
されることで、直接住民の皆さまに伝達されるシステムです。
　緊急時における住民の皆さまへの迅速かつ確実な情報伝達の確認を行うため、Ｊアラートの全国一斉伝達
訓練が次の日時で行われます。

日時／２月20日（水）　午前11時から
放送内容／
　①チャイム音
　②「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回

　③コールサイン 　例：「土浦市からのお知らせです。」
　④チャイム音

情報ひろば
市政のお知らせ

平成31年度消費生活モニター募集
問消費生活センター（〒300‐0043　中央二丁目16‐4

☎823‐3928　 syouhi@city.tsuchiura.lg.jp）

市政のお知らせ市政のお知らせ information市政のお知らせ

任期／１年間（平成31年４月～平成32年３月）
応募資格／市内に居住する20歳以上の方
活動内容／消費生活に関する情報の提供（年６回）や

各種講座などへの参加（謝礼あり）
募集人数／15人

申込方法／志望動機、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号、モニター経験の有無を記入し、メールま
たは郵便はがきを郵送
締切／３月15日（金）（必着）
選考方法／応募の記載内容を参考に選考し、３月下

旬に通知
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一
、
研
究
の
動
機

　
僕
は
五
年
前
か
ら
、
僕
の
住
ん

で
い
る
沖
宿
町
の
歴
史
に
つ
い
て

調
べ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
ま
で
の
研
究
を
し
て
き
て「
本

に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
た
だ
ま
と

め
た
だ
け
だ
！
」と
、
思
い
ま
し

た
。
僕
が
今
年
研
究
し
た
い
こ
と

は
、「
本
に
書
い
て
い
な
い
も
っ

と
深
い
歴
史
」。こ
の
沖
宿
町
で
生

き
て
き
た
人
達
は
、
ど
ん
な
く
ら

し
、
ど
ん
な
思
い
で
生
活
し
て
い

た
の
か
、
そ
の
頃
の
沖
宿
町
の
姿

は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、

昔
の
沖
宿
町
の
人
々
が
生
き
た
証

を
探
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
、
研
究
の
方
法

①
先
祖
に
つ
い
て
戸
籍
調
査

②
家
紋
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

③
文
献
か
ら
探
す

④
聞
き
と
り

⑤
沖
宿
町
に
残
る
手
が
か
り
を
探
す

⑥
写
真
や
文
章
を
捜
索

⑦
他
の
地
区
と
比
較

三
、
研
究
の
内
容
・
調
査
結
果

【
第
一
章
】　
沖
宿
町
に
つ
い
て

　
沖
宿
町
は
土
浦
市
の
最
東
部
に

あ
り
、
北
を
お
お
つ
野
、
東
を
か

す
み
が
う
ら
市
戸
崎
、
西
を
田
村

町
、
南
は
霞
ヶ
浦
に
接
し
ま
す
。

主
要
産
業
は
蓮
根
で
す
。

そ
し
て
、
僕
が
生
ま
れ
た
ふ
る
さ

と
で
す
。

【
第
二
章
】　
古
代
の
人
々

　
古
代
の
人
々
は
、
谷や

つ

だ

津
田
と
呼

ば
れ
る
周
辺
に
ム
ラ
を
つ
く
り
、

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代

に
は
沖
宿
貝
塚
、
奈
良
・
平
安
時

代
に
は
田
村
・
沖
宿
遺
跡
群
、
鎌

倉
・
室
町
時
代
に
は
入い

り
の
う
え

ノ
上
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。

【
第
三
章
】　（
省
略
）

【
第
四
章
】　
港
町
沖
宿
・
小
田
氏

の
時
代

・
武
士
の
世
、
中
世
…
鎌
倉
時
代

中
期
、
沖
宿
町
は
荘
園
に
な
り
ま

す
。
ま
た「
源
義
経
が
、
小
森
神

社
に
か
く
ま
っ
て
も
ら
っ
た
お
礼

に
、
青
葉
の
笛
と
弁
慶
が
書
い
た

と
さ
れ
る
大だ

い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
た
き
ょ
う

般
若
波
羅
蜜
多
経
を

鹿
島
神
社
に
奉
納
し
た
」と
い
う

伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

・
小お

だ
は
る
と
も

田
治
朝
…
海か

い
ぞ
う
じ

蔵
寺
は
、
室
町

時
代
に
小
田
城
主
、
小
田
治
朝
に

よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
治
朝
の

墓
も
市
指
定
史
跡
で
、
治
朝
の
も

の
と
さ
れ
る「
堀
ノ
内
」と
い
う
館

跡
も
あ
り
ま
す
。

【
第
五
章
】　
江
戸
時
代
の
人
々

　
研
究
の
方
法
③
、④
で
見
つ
か
っ

た
の
が
、「
村
明
細
帳
」で
す
。
こ

れ
は
村
の
名
主
が
藩
に
対
し
て
、

自
ら
の
村
の
状
況
に
つ
い
て
藩
に

報
告
し
た
文
書
で
、
現
在
残
っ
て

い
る
の
は
そ
の
控
え
で
す
。

・
沖
宿
町
の
領
主
…
安
土
桃
山
時

代
後
期
は
、
土
浦
城
を
所
領
に
お

い
た
、
結ゆ

う
き
ひ
で
や
す

城
秀
康
の
領
地
と
な
り

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、

常
に
土
浦
城
主
の
所
領
と
な
り
ま

す
。

・
水
害
と
の
戦
い
…
沖
宿
町
は

霞
ヶ
浦
沿
い
に
あ
る
た
め
水
害
の

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
年
貢
の
推

移
か
ら
見
て
単
純
に
、
四
年
に
一

度
は
大
き
な
水
害
が
あ
っ
た
計
算

に
な
り
ま
す
。

・
漁
業
で
発
展
…
水
害
に
あ
う
場

所
で
す
が
、
人
々
は
こ
の
場
所
に

住
ん
だ
こ
と
で
漁
業
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
四
十
八

津
の
中
に
も
入
っ
て
お
り
、
当
時

大
き
な
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

・
人
々
の
信
仰
…
享
保
六
年
の
指

出
帳
、明
治
二
年
の
村
明
細
帳
に
、

当
時
の
寺
社
に
つ
い
て
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。「
正し

ょ
う
い
ち
い

一
位
鹿
島
明
神
」

は
沖
宿
町
の
村
社
の
鹿
島
神
社
の

こ
と
で
、
現
在
も
そ
の
姿
を
残
し

て
い
ま
す
。「
正
八
幡
大
神
」、「
小

森
大
神
」は
現
在
鹿
島
神
社
の
摂

社
で
、
神
社
が
あ
っ
た
大
き
な
林

は
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
寺
を
見

て
み
る
と
、
神
宮
寺
、
東
光
院
、

吉き
ち
じ
ょ
う
い
ん

祥
院
、
専
養
院
、
地じ

ふ
く
い
ん

福
院
、
威

徳
院
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
ま
す
。

専
養
院
は
折お

り
ど戸
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、

現
在
残
る
阿
弥
陀
堂
も
管
理
下
で

し
た
。
そ
の
他
の
寺
は
特
定
で
き

ず
、
現
在
残
る
寺
は
海
蔵
寺
の
み

と
な
り
ま
す
。

・
馬ば

と
う
か
ん
ぜ
お
ん

頭
観
世
音
…
明
治
期
、
享
保

期
ど
ち
ら
の
文
書
に
も
登
場
す
る

「
観
音
堂
」は
、
馬
頭
観
世
音
を
ま

つ
る
お
堂
で
す
。
現
在
こ
の
周
り

は
荒
れ
は
て
、
劣
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
町
内
に
は
い
く
つ
も
馬
頭

観
世
音
の
石
碑
が
残
っ
て
お
り
、

観
音
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

・
助す

け
ご
う郷
…
明
治
期
の
村
明
細
帳

に
、
助
郷
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
水
戸
街
道
の
宿
場

問
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場（
☎
８
２
６
・
７
１
１
１
）

　
子
ど
も
郷
土
研
究
は
、
調
査
・
研
究
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
郷
土「
つ

ち
う
ら
」へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
省
略
）

　
応
募
全
作
品
は
２
月
17
日
㈰
ま
で
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

土
浦
市
沖
宿
町
の
歴
史
完
結
編

　
～
僕
が
い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
～

土
浦
五
中
　
八
年
　
山
口
　
優
一

第
42
回
子
ど
も
郷
土
研
究
最
優
秀
作
品

▲大正期 
土浦高等女学校の遠足（観音堂）
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の
周
辺
の
村
が
そ
こ
に
馬
を
送
る

な
ど
し
て
、
補
助
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
明
治
二
年
に
は「
馬

五
十
四
疋
」と
あ
り
、
多
く
の
馬

が
沖
宿
町
に
い
た
こ
と
も
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

【
第
六
章
】　
激
動
の
時
代
を
生
き

た
人
々

・
太
平
洋
戦
争
と
沖
宿
町
…
昭
和

十
五
年
に
上
大
津
村
の
人
々
は
武

運
を
祈
願
し
て
鹿
島
神
宮
・
香
取

神
宮
に
参
拝
し
た
時
の
写
真
が
家

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
、
夏
は
米
、
大
豆
、
さ
つ

ま
い
も
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
、
冬

は
大
麦
や
小
麦
を
生
産
し
て
い
ま

し
た
。
沖
宿
町
か
ら
も
戦
地
に
派

遣
さ
れ
、
戦
争
に
よ
っ
て
命
を
落

と
し
た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。
こ

の
時
代
は
人
々
に
と
っ
て
辛
く
悲

し
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く

感
じ
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
時
代
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
第
七
章
】　
戦
後
か
ら
現
在
の
沖

宿
町

・
漁
業
の
衰
退
…
昭
和
初
期
の
沖

宿
港
前
の
商
店
街
は
、
漁
業
が
栄

え
、
霞
ケ
浦
の
乗
合
船
な
ど
、
人

通
り
が
絶
え
間
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
頃
、

ト
ロ
ー
ル
漁
解
禁
に
よ
り
漁
業
、

商
業
は
衰
退
し
ま
し
た
。

・
新
し
い
農
業「
蓮
根
」と
お
お
つ

野
誕
生
…
昭
和
四
〇
年
代
頃
か

ら
、
国
の
減
反
政
策
や
麦
、
養
蚕

な
ど
が
衰
退
傾
向
に
あ
り
、
蓮
根

に
切
り
か
え
る
農
家
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
北
部
の
台
地
で
耕

作
放
棄
地
が
増
加
し
ま
し
た
。
平

成
二
年
、
大
規
模
な
区
画
整
理
工

事
が
始
ま
り
、
遺
跡
の
発
掘
調
査

も
行
わ
れ
、
そ
の
調
査
で
沖
宿
町

を
つ
く
っ
て
き
た
人
々
の
生
き
た

証
で
あ
る
膨
大
な
遺
跡
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
年
九
月
に

「
お
お
つ
野
」が
誕
生
し
、
平
成

二
十
八
年
に
は
土
浦
協
同
病
院
移

転
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
い
発
展
を

と
げ
て
い
ま
す
。
お
お
つ
野
が
分

離
し
た
沖
宿
町
は
、
多
く
の
人
々

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
て

も
温
か
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

四
、
研
究
の
ま
と
め

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
本
に
は
書

い
て
い
な
い
沖
宿
町
の
人
々
が
生

き
て
き
た
証
に
つ
い
て
、
自
分
の

先
祖
や
古
文
書
を
調
べ
、
今
ま
で

ふ
れ
て
い
な
か
っ
た
戦
争
に
つ
い

て
も
調
べ
た
研
究
と
な
り
ま
し

た
。
僕
が
い
ま
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
、
そ
れ
は
こ
の
沖
宿
町
で

必
死
に
な
っ
て
様
々
な
時
代
を
生

き
て
き
た
人
々
が
い
た
か
ら
こ
そ

自
分
が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
こ
の
研
究
で
は
、

人
々
の
細
か
な
暮
ら
し
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
を
創
っ
て
い
く
の
は

自
分
達
の
番
で
す
。
人
々
の
生
き

た
証
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
研

究
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

五
、  

五
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
平
成
二
十
六
年
、
第
一
回
の
研

究
は
、
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
た

僕
の
祖
父
が
大
事
に
し
て
い
た

「
年
中
行
事
」を
柱
に
研
究
を
し
ま

し
た
。
翌
年
、
翌
々
年
は
、
沖
宿

町
の
遺
跡
を
柱
に
、
昨
年
は
名
字

に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま
し
た
。
五

第42回子ども郷土研究入賞作品一覧
最優秀賞

土浦市沖宿町の歴史 完結編
～僕がいま生きているということ～

土浦五中 ８年 山口　優
ゆういち

一

優秀賞
未来へ続け！心おどる土浦祇園祭 土浦小 ５年 木村　美

み ゆ

友

土浦市のまちを災害から守るために
～土浦市の水害を救った色川三郎兵衛～

都和小 ４年 石川　久
く る み

瑠美

戦争の時代の土浦ロシア関係と忠魂碑の
謎　～シベリア出兵から百年、二十一世
紀に友好関係を築くために～

土浦二小 ６年 関谷　譲
じょう

戦時中の田村　～今、よみがえる～ 土浦五中 ７年 鶴田　真
ま よ

世

優良賞
むかしのつちうらし 東小 １年 小野　愛

ま な ほ

歩

土屋藩の知恵と工夫
―時代を越えた政治の仕方―

土浦一中 ８年 菊地　郁
い く ほ

帆
栗原　佐

さ わ

和

土浦市のレンコン 土浦五中 ７年 石川　健
け ん た ろ う

太郎

おおつ野誕生までの道のり 土浦五中 ７年 小出石　碧
み ほ

帆

努力賞

土浦の花火 荒川沖小 ６年
４年

佐野　耀
よ う た ろ う

太朗
佐野　柚

ゆ ず ほ

穂

全国第二位霞ヶ浦！ 土浦一中 ８年 横山　梨
な つ き

月
早坂　美

み な み

波

矢作の三つの神社の歴史 土浦一中 ８年 大塚　悠
は る き

暉

亀の甲羅を持つ土浦城の謎 土浦一中 ８年 山崎　偉
たけひろ

弘
山崎　智

ともひろ

弘

鹿島神社の歴史 土浦五中 ８年 羽生　龍
りゅうと

斗

奈良・平安時代の土浦 土浦五中 ７年 和智　美
み さ き

咲

学校賞／土浦第五中学校

年
間
僕
は
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
つ

い
て
調
べ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
と
っ
て「
ふ
る
さ
と
」と
は
何
で

す
か
？
僕
は
、
か
け
が
え
の
な
い

い
つ
ま
で
も
大
事
に
し
た
い
場
所

だ
と
思
い
ま
す
。
僕
の「
ふ
る
さ

と
」沖
宿
町
。
そ
の
ふ
る
さ
と
を

い
つ
ま
で
も
大
事
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
研
究
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲昭和15年
武運長久を祈念して参拝
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平成30年10月～12月分建設工事などの入札結果の公表

No. 工事・委託件名 工事・委託場所 契約業者名 落札価格 予定価格 入札日
１ 西板谷住宅屋上防水改修工事（106、107、108号棟） 板谷三丁目地内 太陽テクニカル㈲ 19,220,000 19,390,000 10/11
２ 桜川１号橋（銭亀橋）外長寿命化工事 下高津二丁目地内外 ㈱大鶴 61,800,000 62,070,000 10/11
３ 市道蓮河原新町13、蓮河原18号線改良工事 蓮河原新町地内外 ㈱松田工業 24,550,000 24,750,000 10/25
４ 市道Ⅰ級３号線舗装打換工事 中神立町地内 ㈱霞工業 18,200,000 18,500,000 10/25
５ 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造舞台機構工事 東真鍋町地内 三精工事サービス㈱ 211,246,000 236,030,000 11/５
６ 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造建築主体工事 東真鍋町地内 郡司・池田特定建設工事共同企業体 855,000,000 870,070,000 11/８
７ 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造電気設備工事 東真鍋町地内 吉原・都和特定建設工事共同企業体 527,800,000 530,920,000 11/８
８ 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造空調設備工事 東真鍋町地内 星・アサヒ特定建設工事共同企業体 232,500,000 235,790,000 11/８
９ 土浦市民会館耐震補強及び大規模改造給排水衛生設備工事 東真鍋町地内 ㈱岡野設備工業所 101,000,000 101,330,000 11/８
10 都市計画道路神立停車場線道路改良工事 神立中央一丁目地内 つくば環境エンジニアリング㈱ 102,000,000 104,480,000 11/８
11 市道Ⅰ級25号線土留補修工事 大岩田地内 塚本商事㈲ 20,250,000 20,640,000 11/８
12 市道真鍋四丁目１号線改良工事 真鍋四丁目地内 井原土木㈱ 11,330,000 13,020,000 11/８
13 木田余１号雨水幹線整備工事 木田余地内 日東エンジニアリング㈱ 122,500,000 125,260,000 11/28
14 汚水管きょ更生工事 東崎町地内 中川理水建設㈱ 48,500,000 48,730,000 11/28
15 高津処理分区公共下水道（汚水）移設工事 下高津二丁目地内外 ㈱霞工業 29,650,000 30,040,000 11/28
16 港町三丁目公共下水道（汚水）補修工事 港町三丁目地内 ㈱松田工業 14,200,000 14,410,000 11/28
17 土浦港周辺広域交流拠点整備外構工事 川口二丁目地内 ㈱カタオカエンジニアリング 24,650,000 24,720,000 11/28
18 木田余地区農道整備工事 木田余地内 ㈱市村工務店 21,360,000 21,460,000 11/28
19 神立菅谷雨水幹線（調整池）整備工事 菅谷町地内 佐藤土木㈱ 41,274,000 45,860,000 12/７
20 都市計画道路常名虫掛線道路改良工事（第６工区） 常名地内 北都建設工業㈱ 68,940,000 77,130,000 12/21
21 土浦高架道伸縮装置補修工事 川口二丁目地内外 ㈱市村工務店 26,750,000 26,820,000 12/21
22 市道Ⅰ級18号線舗装打換工事 神立町地内 日和建設㈱ 10,300,000 10,610,000 12/21
23 都市計画道路常名虫掛線地質調査業務委託 虫掛地内 ㈱ジステック 14,100,000 14,890,000 12/21
24 荒川沖第二処理分区公共下水道（汚水）工事 荒川沖地内 北都建設工業㈱ 61,000,000 61,780,000 12/21
25 城北町地内配水管布設替工事 城北町地内 佐藤土木㈱ 38,000,000 38,540,000 10/25
26 東若松町地内外配水管布設工事 東若松町地内外 三和工事㈱ 17,200,000 17,310,000 10/25
27 真鍋二丁目地内配水管布設工事 真鍋二丁目地内 ㈱品川設備 12,570,000 13,240,000 10/25
28 乙戸地内配水管布設替工事 乙戸地内 ㈱斉藤建設 38,700,000 39,200,000 11/８
29 乙戸南三丁目地内外配水管布設替工事（２工区） 乙戸南三丁目地内外 ㈱岡野設備工業所 33,000,000 33,340,000 11/８
30 下高津二丁目地内外配水管布設替工事 下高津二丁目地内外 佐々木建設㈱ 48,000,000 48,580,000 11/28
31 神立中央一丁目地内配水管布設工事 神立中央一丁目地内 常陽水道工業㈱ 24,400,000 24,680,000 11/28
32 沢辺地内配水管布設工事 沢辺地内 ㈱穂高建設 17,800,000 18,330,000 12/７
33 旧右籾配水場撤去工事 右籾地内 日東エンジニアリング㈱ 142,497,000 158,330,000 12/21

取手市 取手ひなまつり

期　間／２月20日（水）～３月３日（日）
会　場／市内各商店、取手市商工会、取手市役所など
内　容／市内各所におひなさまやつるし飾りが展示されます。
   ・ひなパレード　
　　　日時／23日（土）　午前11時～
　　　場所／取手駅東口を出発
　・縁日
　　　日時／23日（土）、24日（日）　午前10時～午後４時　
　　　場所／取手市商工会（取手市取手二丁目）

県南近隣市イベント情報

場

問取手ひなまつり実行委員会（☎0297‐73‐1365）

落札金額が1000万円（税抜）以上のものについて掲載しています。価格は税抜き、円単位です。
問管財課【№１～24】（☎826‐1111　内線2226）、水道課【№ 25～33】（☎821‐6237）
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毎日とびっきりの
笑顔と幸せを
ありがとう♡

小松　秀
しゅう

ちゃん
（中）

一歳おめでとう☆
強く優しく元気に
大きくなってね！

矢口　椋
りょう

ちゃん
（藤沢）

一歳おめでとう！
すくすく元気に
育ってね＾＾

菊地　湊
みなと

ちゃん
（田中三丁目）

１歳おめでとう！
いっぱい食べて寝て
元気でいようね♪

万木花
は な

菜ちゃん
（下高津四丁目）

祝☆１歳パパとママ
の子に生まれてくれ

てありがとう♥

遠藤光
ひ か り

莉ちゃん
（田中二丁目）

あこらしく笑顔
いっぱいニコニコ
元気に育ってね！

小林あこちゃん
（桜ケ丘町）

お姉ちゃんと
沢山遊んでたくましく

元気に育ってね♥

関　燈
と う や

也ちゃん
（藤沢）

１歳おめでとう！
生まれてきてくれて

ありがとう♡♪

谷畑秀
しゅうや

哉ちゃん
（西根西一丁目）

１歳おめでとう！
笑顔に毎日癒され
ます！大好きだよ

増子一
い ち か

花ちゃん
（並木二丁目）

あっぱれー(*^▽^*)
我が家の宝物♥

所　優
ゆうせい

晴ちゃん
（小松一丁目）

♡１歳おめでとう♡
これからも元気に
すくすく育ってね

山中怜
れ い ら

來ちゃん
（神立町）

申①誕生日、②住所、③氏名（ふりがな）、④電話番号、⑤一言（25
文字以内）を記入し、写真を添えて広報広聴課へ郵送、メー
ル（kouho@city.tsuchiura.lg.jp)または直接
２月28日（木）

※４月上旬または中旬号に写真、氏名、町名、一言を掲載します。

４月で１歳になる赤ちゃんを募集!!

※掲載した氏名、住所などの個人情報は、この広報紙以外では使用しません。

＊一言は記号（！・♡・♪など）も１文字と数えて
25文字以内になるように！

＊顔がすべて写っている（頭や耳、あごなどが
切れていない）写真を！

＊送っていただいた写真はお返しできません！

応募の際の注意点

２月生まれ

　新春恒例の行事である消防出初式が開かれ、会
場にはたくさんの方が訪れました。うらら広場で
は土浦鳶

と び

職組合による木遣り歌とはしご乗りが披
露され、勇壮な演技に会場が沸き立ちました。土
浦港では、集まった消防車両による一斉放水が行
われました。湖上には虹も出現し、貴重な光景に、
来場者は驚きと感動の声をあげました。

土浦市消防出初式
１
　５

　20世紀を代表するハンガリーの報道写真家、
ロバート・キャパ（1913～54年）の写真展が市民
ギャラリーにて開幕しました。スペイン内戦や日
中戦争など、多くの戦争を取材し、平和を願い続
けたキャパの写真展。訪れた人々は、その力作に
対して真剣な面持ちで見入っていました。
※写真展は２月11日（月）までの開催

１
   12～ ロバート・キャパ展

平和への願いを込めて新年の安心・安全を祈念して
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シティプロモーション室のイチオシ！ このページは、シティプロモーション室が市民の皆さん
にお伝えしたい「土浦の魅力」を紹介するコーナーです。

公園街路課勤務　Ｈさん　30代　男性

通勤距離／２km　所要時間／10分

自転車／折りたたみ自転車

Ｃａｓｅ１

　自転車通勤日は、いつもよりイキイキと仕事
に励むことができました。以前より気持ちが前
向きになり、体験期間が終わった今も、ほぼ毎
日自転車通勤をしています。

総務課勤務　Ｉさん　30代　男性

通勤距離／12km　所要時間／40分

自転車／ロードバイク

　仕事前に程よい運動ができ、頭がすっきりし
た状態で仕事に入れました。帰宅時にも運動が
でき、車で帰るよりも気分良く帰宅することが
できました。

Ｃａｓｅ２

　広報つちうらNo.1232号（12月上旬号）で掲載した
「自転車通勤のすすめ」。掲載に先立ち、市役所でも参
加を希望した職員が、２か月間の自転車通勤を体験し
ました。今回は、実際に体験しての感想や、アンケー
トの結果をご紹介します。

自転車通勤を体験して…

　期間終了後、職員にアンケートを取ったと
ころ、自転車通勤を体験して、気持ちのリフ
レッシュや運動になったという人が全体の約
７割にのぼり、心身ともにリフレッシュを実
感した方が多かったようです。
　また、約８割の方が、今後も自転車通勤を
続けていきたいという意向を持っていて、そ
れぞれが自転車通勤の良さを再認識した結果
となりました。
　みなさんも気分転換や適度な運動として、
まずは週に 1 度から、自転車通勤を始めて
みてはいかがですか。

自転車通勤のすすめ
市役所職員がやってみました！

自転車通勤体験

今後も自転車通勤を続けたいか

続けたい
続けたくない

77.8％

22.2％
（回答者数：18人）

自転車通勤をした感想

44.4％

22.2％

16.6％
5.6％

5.6％

リフレッシュ効果および運動
効果を感じた
リフレッシュ効果を感じた
運動効果を感じた
疲労を感じた
環境整備不足を感じた
無回答

（回答者数：18人）

5.6％


